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講座⑨ AIを校務・授業で活用しよう

～生成AI・ChatGPT～
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データを利活用した

工夫ある授業及び

児童生徒指導等に

ついて、同僚に

指導助言できる

≪キャリアステージ≫
発展期／充実深化・円熟期



人工知能（AI）の一種で、学習したデータをもとに新しいデー
タを生成することができる技術で、画像や音声、テキストなどさ
まざまなコンテンツを作り出すことができます。
生成AIの特徴は、人間のようにクリエイティブな成果物を生み
出せることで、ディープラーニング（深層学習）というAIの学習
方法を用いています。
ディープラーニングは、多層のニューラルネットワークと呼ば
れる構造を持ち、大量のデータから自ら特徴や法則を見つけ出し
て学習するもので、生成AIはこのモデルの中でも特に生成モデル
と呼ばれるものを使っています。
生成モデルは、学習したデータの分布やパターンを理解し、そ
れに従って新しいデータをサンプリングすることができます。

生成AIとは…



 画像生成AI：テキストや画像などを入力すると、それに応じた新
しい画像を生成します。例えば「Stable Diffusion」1は、テキ
ストで入力した内容に沿った画像を作り出すことができます。

 テキスト生成AI：テキストを入力すると、それに応じた新しいテ
キストを生成します。例えば、「ChatGPT」2は、質問や要望な
どに対して自然な回答や文章を作り出すことができます。

 動画生成AI：動画やテキストなどを入力すると、それに応じた新
しい動画を生成します。例えば、「Make-a-Video」3は、テキ
ストで入力した内容に沿った短い動画を作り出すことができます。

 音声生成AI：音声やテキストなどを入力すると、それに応じた新
しい音声を生成します。例えば、「Whisper」4は、音声データ
を入力するとその音声の特徴を学習し、新しい音声データを生成
することができます。

生成AIの種類

https://toyokeizai.net/articles/-/679615
https://www.ibm.com/blogs/solutions/jp-ja/what-is-generative-ai/
https://aismiley.co.jp/ai_news/what-is-generative-ai/
https://type.jp/et/feature/22602/


以上が、生成AIについてのわかりやすい
説明です。生成AIは、クリエイティブな業
務やアイデアの創出などに役立つ技術です
が、同時に倫理的な問題や危険性も抱えて
います。そのため、生成AIを利用する際に
は、常に正しい情報かどうか確認したり、
著作権やプライバシーなどの法的な規制に
従ったりすることが必要です。

↑以上の文章は「Bing AI」
という生成AIに『生成AIに
ついて、わかりやすく説明
して』と入力した返答です。
時間は５秒程度で返ってきました。



〇生成AIが作り出したコンテンツの著作権や責任の所在が
不明確であること。

生成AIがオリジナルのコンテンツを作成する場合、そ
の著作権は誰に帰属するのか、また生成AIが誤った情報
や有害なコンテンツを作成した場合、その責任は誰が負
うのかという問題が発生します。
現在、生成AIに関する法的な指針や規制は十分に整備
されていません12。
そのため、生成AIを利用する際には、著作権や責任の
所在に関する契約や同意を明確にすることが必要です。

生成AIに伴う倫理的な問題や危険性とは…

https://www.dlri.co.jp/report/ld/247605.html
https://ideasforgood.jp/issue/ai-ethics/


〇生成AIが学習したデータに偏りやバイアスが含まれている
こと。
生成AIは、学習したデータの分布やパターンを理解し、
それに従って新しいデータをサンプリングします。
しかし、学習したデータに偏りやバイアスが含まれて
いる場合、生成AIも偏ったコンテンツを作り出す可能性
があります34。例えば、人種や性別などの属性によって
差別的な評価や選別を行ったり、不正確な情報やフェイク
ニュースを拡散したりすることがあります。
そのため、生成AIを利用する際には、学習データの品
質や多様性に注意し、バイアスを最小限に抑えることが
必要です。

生成AIに伴う倫理的な問題や危険性とは…

https://www.soumu.go.jp/main_content/000520384.pdf
https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/column/technology/ai-ethical-issues.html


〇生成AIが人間の意思決定や自律性を侵害すること。
生成AIは、人間の言語や思考を模倣し、自然な回答や

文章を作り出すことができます。
しかし、生成AIが人間の意思決定や自律性に影響を与
えることもあります 。
例えば、生成AIが人間に対して誤解や誘導を引き起こ

したり、人間の選択肢や行動範囲を制限したりすること
があります。
そのため、生成AIを利用する際には、人間の意思決定

や自律性を尊重し、生成AIの回答や文章に盲信せずに批
判的に考えることが必要です。

生成AIに伴う倫理的な問題や危険性とは…



〇生成AIを教育の素材として活用する。 生成AIは、テキストや画像、音楽、動画などの

コンテンツを生成することができます。 これらのコンテンツは、教育の素材として使うことができます。
例えば、生成AIに歴史や地理、科学などのテーマを与えて、関連する文章や画像を生成させることで、
生徒の興味や理解を深めることができます。 また、生成AIに詩や俳句、小説などの創作物を生成させ
ることで、生徒の創造力や表現力を養うことができます。 ただし、生成AIが生成するコンテンツには
誤りや事実誤認を含む可能性があるため、教師はその内容を事前に確認し、必要に応じて修正したり補
足したりする必要があります。12

〇生成AIを学習支援ツールとして活用する。 生成AIは、問い合わせに対する回答や文

章の要約や翻訳などの機能を持っています。 これらの機能は、生徒の学習支援ツールとして使うことが
できます。 例えば、生成AIに質問を投げかけることで、知りたい情報や解答を得ることができます。
また、生成AIに文章を与えることで、その要約や翻訳を得ることができます。これらの機能は、生徒
の学習効率や理解度を高めることができます。134

〇生成AIを情報モラル教育のツールとして活用する。 生成AIは、人間の言葉や行動

を模倣することができますが、その背景にある意図や感情や倫理観は持っていません。 そのため、生成
AIは不適切な言動や内容を出力することもあります。 これらの事例は、情報モラル教育のツールとし
て活用することができます。 例えば、生成AIに不正行為や侮辱的な発言などをさせることで、生徒に
その危険性や影響力を認識させることができます。 また、生成AIに真偽不明な情報や偏った見解など
を出力させることで、生徒にその判断基準や批判的思考力を養うことができます。25

生成AIを教育現場で活用する方法は…

https://bing.com/search?q=%E7%94%9F%E6%88%90ai%E3%82%92%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AB%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95
https://kyoiku.sho.jp/246219/
https://bing.com/search?q=%E7%94%9F%E6%88%90ai%E3%82%92%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AB%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95
https://toyokeizai.net/articles/-/684030
https://www.dlri.co.jp/report/ld/247029.html
https://kyoiku.sho.jp/246219/
https://www.mext.go.jp/content/20230704-mxt_shuukyo02-000003278_003.pdf


では、さっそく生成AIに触れてみましょう。

画像生成AI「 Stable Diffusion 」です。
こちらがQRコード→

↓こちらに入力して、タッチ↓

←こちらに
生成されます



←「情報教育」と入力して作成された画像



←「夏季研修 情報モラル 講義」と入
力
し
て
作
成
さ
れ
た
画
像



「情報教育夏季研修にて情報モラル
←教育を説明する」と入力すると…



「夏季研修にてiPadを使って情報
←モラルを先生を対象に講義する」



←最終的には、シンプルに「情報モラル」



文部科学省
令和５年７月４日

素早く改訂をする
こともありますよ









最新用語（子どもたちの生活に関連しそうな）

エコーチェンバー：ソーシャルメディアを利用する際、自分と似た興味をもつユーザーだけをフォ
ローする結果、意見を発信しても自分と似た意見だけが返ってくる状況

フィルターバブル：アルゴリズムが検索履歴やクリック履歴を分析し学習することで、ユーザーの
見たい情報だけが優先的に表示されるため、興味のない情報からは隔離されて、
自身の考え方や価値観の「バブル（泡）」の中に孤立するという情報環境を指す

トーンポリシング：社会的課題について声を上げた相手に対し、主張内容ではなく、相手の話し方、
態度、付随する感情を批判することで、論点をずらすこと。

エアリプ：リプというのは@を付けて特定のユーザーにツイートを送るリプライの事を意味していますが、

@のユーザー名を付けないで特定のユーザーに言及することを空リプ・エアリプと言います。

リムる：主にTwitterやInstagramなどのSNSにおいて、フォローしていたアカウントを友達解除する、

もしくはフォローから外すことを指します。SNS上での友達関係をやめるという、ネガティブな
意味を持っています。 また、現実においては、「別れる、関係をやめる」という意味。











せっかく同じ研修を希望して集まられた
先生方なので、皆さんでお話される中で
交流して頂きたいと思います。

お題は「生成AIの活用に関して、チェックリスト
を基にして今後、学校で起こり得そうな
児童生徒指導について」



今後も出てくるであろう、新しい技術への取り扱いをどう
指導するかより、子どもたちが自分なりに考え、正しいと
思う行動と取れるよう成長させるチャンスと考えましょう。

おそらく…
何か禁止しても抜け道を子どもたちはすぐ見つけてしまう。
これはダメと言われたが、こっちはまだ…となってしまう。

生成AIやChatGPT等の最新技術について、子どもたち同士
で考えさせることが、これからの情報社会を生きていく術を
自分たちで身につけることに繋がると信じたいと思います。



つい先日、ある学校にて…
iPadでYoutubeの動画を見られる抜け道を発見して、
生徒が授業中に動画を見てた！との連絡がありました。

ホラやっぱり！だから使わせたくない！
こちらの学校は一昨年、昨年、

今年と一人１台端末の持ち帰りを実施されていました。

たくさん活用してくれているから、たくさん指導もある。
でも、子どもたちは着実に成長してる！…と言われます。

ちょっと待ってください！

一人１台端末の持ち帰りを含めた活用を推進していただき、
これからの社会を生きる子どもたちが日常的にICT機器に
触れる中で成長できるよう、今後ともご協力ください！



大分市教育センター
ICT活用支援サイト
ICT活用レター



リフレクション 【語源】 英語の「reflection」

【意味】 ふり返り

講座⑨ AIを校務・授業で活用しよう

～生成AI・ChatGPT～

本講座を受講された感想や印象に残ったこと、課題解決に

つながったか、今後にどう生かしていきたいか等について、

リフレクションシートを入力してください。

右のQRコードから入り、必ず！送信ボタンを押してください。


